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５月２４日（日）、滑川町総合体育館を会場に第６０回郡民スポーツ大会空手道競技・第４３回比企郡

空手道選手権大会が開催されました。開会式の来賓あいさつで大塚信一町長から「礼に始まり礼に終わ

る」という武道の精神についてのお話がありました。「ありがとう」や「ごめんなさい」という気持ちを

持つことこそ礼節につながり、その精神が世界中に広がれば戦争もなくなるだろうという言葉がとても印

象的でした。また、福田小学校の小林樹さんが「礼儀を忘れず、磨いてきた技と心を出し切り、正々堂々

と戦います」と力強く選手宣誓していました。

実際に選手たちは、試合の結果が出た後も「勝って驕らず、負けて腐らず」の態度を崩しませんでした。

普通なら、勝てば自慢したくなったり、負ければ悔しくてふてくされたりしてしまうこともあると思いま

す。しかし、選手たちは勝敗以上に礼儀や人としての在り方を大切にしていました。そこに武道の本当の

価値があるのだと思います。

参観させていただく中で、「ケンカに強くなりたいと思って武道を始めたが、修行を重ねるうちに、そ

もそもケンカをする場面に出くわさなくなった」という言葉を思い出しました。武道は、相手を倒す技術

を学ぶものだと思われがちですが、本来は自分自身の心を鍛え、人間性を高めるためのものなのでしょう。

感情をコントロールし、冷静に行動できる人は、無意味な争いを避けられるようになるということです。

現代の社会では、多くの場面で が重視されています。学校ではテストの点数や順位、スポーツ

では勝敗や記録など、私たちは日常的に他人との比較の中で生活しています。もちろん競争には、自分を

成長させるきっかけになるという良い面もあるでしょう。しかし、勝つことだけを目的にしてしまうと、

負けた人を見下したり、結果だけにこだわって努力の過程を軽視したりする危険も生じます。私は今回の

参観を通して、「競争」ではなく という考え方の大切さについて、深く考えさせられました。

武道や伝統芸能などの修行においては、「仰角を揃える」という考え方があるそうです。高く遠い目標

を見上げる時、初心者も熟練者も同じ方向を見ることになります。つまり修行においては、現在の実力差

よりも、「より高い境地を目指したい」という気持ちが大切だということです。この考え方では、自分以

外の人は倒すべき敵ではなく、ともに成長を目指す仲間ということになります。私は、この考え方に強く

共感します。

福田小学校の持久走記録会の取り組みも、修行モデルだと考えます。以前のように順位を競うのではな

く、フォームや呼吸、リズムなど、自分自身の感覚を大切にして練習するようにした結果、「走ることが

好きになった」という児童が増えたのです。そして、その楽しさが結果的に記録の向上にもつながりまし

た。これは、ただ勝つことだけを目標にするよりも、自分を高めることに意識を向けた方が、人は成長で

きるということを示しているのではないでしょうか。

「競争」だけを重視すると、「勝てばそれで終わり」という気持ちが生まれやすいと思います。しかし、

「修行」には終わりがありません。たとえ成功しても、「もっとできる」「まだまだ成長できる」と努力

を続けることが大切です。

「周りの人と比べて落ち込んだり、逆に少し良い結果が出ると安心して努力を怠ったりする」このよう

な経験は誰にでもあると思います。しかし、本当に大切なのは、

なのだと思います。競争から修行へ･･･考え方をシフトしませんか？

※５月２６日（火）の登校時、福田小学校の矢野叶都さんがケガをした１年生の男の子をおんぶして歩い
てくれていました。矢野さんも空手の修行を積んでいる男の子です。

「競争」から「修行」へ




